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私
の
一
九
九
六
年
二
月
二
十
一
日
付
け
提
出
の
質
問
主
意
書
に
対
し
先
般
答
弁
を
得
た
が
、
不
十
分
な
た
め
改
め
て
阪
神
・

淡
路
大
震
災
被
災
地
（
以
下
被
災
地
）
に
お
け
る
雇
用
対
策
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

被
災
地
の
雇
用
情
勢
に
対
す
る
政
府
の
認
識
は
、
「
数
値
上
は
悪
化
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
」
が
、
求
職
者
、
求
人
者

間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
っ
て
「
実
際
の
雇
用
失
業
情
勢
に
は
厳
し
い
面
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

被
災
地
で
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
失
業
者
の
な
ま
の
声
を
聞
く
者
と
し
て
は
、
被
災
地
で
の
雇
用
問
題
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
問

題
だ
け
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。 

二 

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
受
け
た
地
域
に
お
け
る
被
災
失
業
者
の
公
共
事
業
へ
の
就
労
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
以
下
「
就
労
促
進
法
」
と
い
う
。
）
で
一
年
間
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
被
災
失
業
者
の
実
人
員
が
四
十
一
人
と
い
う
現
実
か 

ら
は
、
就
労
促
進
法
が
被
災
地
で
の
雇
用
対
策
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
政
府
は
同
法
が
被
災
地
で
の 

そ
こ
で
、
被
災
地
の
男
女
別
の
有
効
求
人
倍
率
が
算
出
で
き
な
い
の
な
ら
、
例
え
ば
、
被
災
地
有
効
求
人
倍
率
（
一
般
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
別
）
、
同
中
高
年
齢
者
の
有
効
求
人
倍
率
、
同
男
女
別
就
職
率
、
同
中
高
年
就
職
率
、
等
の
被
災
地
の
雇

用
情
勢
を
把
握
で
き
る
算
出
可
能
な
デ
ー
タ
を
全
国
値
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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四 

政
府
は
、
「
求
職
者
と
求
人
者
と
の
間
で
雇
用
条
件
に
関
し
不
適
合
が
生
じ
て
お
り
」
「
実
際
の
雇
用
失
業
情
勢
に
は
厳

し
い
面
が
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
―
つ
ま
り
「
建
設
又
は
復
旧
の
事
業
」
へ
の
就
労
が
困
難
な
失
業 

三 
三
月
十
五
日
受
領
の
答
弁
第
四
号
で
は
、
就
労
促
進
法
の
対
象
と
な
る
公
共
事
業
が
「
建
設
又
は
復
旧
の
事
業
」
に
限
定

さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
臨
時
的
な
雇
用
の
機
会
と
し
て
相
当
数
の
被
災
失
業
者
を
吸
収
で
き
る
と
見
込
ま
れ

て
い
る
」
か
ら
と
の
認
識
を
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
復
興
が
進
展
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
、
同
法
に 

よ
っ
て
「
雇
い
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
被
災
失
業
者
」
が
一
年
間
で
四
十
四
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
以
上
、

法
制
定
時
の
認
識
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
政
府
の
現
時
点
で
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た 

い
。 ま

た
、
被
災
失
業
者
の
公
共
事
業
へ
の
就
労
促
進
に
つ
い
て
「
努
め
て
き
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
年
間
に
四
十
一
人

し
か
就
労
で
き
な
か
っ
た
現
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
今
後
、
い
か
な
る
努
力
を
は
ら
え
ば
、
就
労
数
の
飛
躍
的
拡
大
が
可

能
と
い
う
の
か
。
「
同
法
の
円
滑
か
つ
実
効
あ
る
施
行
」
の
た
め
に
政
府
と
し
て
何
を
す
る
の
か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 

雇
用
対
策
に
十
分
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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五 

「
就
労
促
進
法
」
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
先
の
答
弁
に
よ
れ
ば
、
「
建
設
又
は
復
旧
の
事
業
」
以
外
の
公
共
事
業
に
つ

い
て
は
、
震
災
後
「
直
ち
に
多
数
計
画
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
相
当
数
の
被
災
失
業
者
を
吸
収
で
き

る
と
見
込
め
な
い
」
と
の
認
識
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
震
災
後
一
年
以
上
た
っ
た
現
状
を
見
れ
ば
、
仮
設
住
宅
で
の

「
孤
独
死
」
の
急
増
や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
の
激
増
、
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
不
足
等
々
、
福
祉

分
野
に
お
け
る
「
公
共
事
業
」
を
、
「
困
難
」
で
あ
っ
て
も
「
直
ち
に
多
数
計
画
実
施
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
発

生
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
増
員
に
よ
っ
て
「
建
設
又
は
復
旧
の
事
業
」
に
就
労
し
に
く
い
「
相
当
数
の
被
災

失
業
者
を
吸
収
で
き
る
」
と
思
わ
れ
る
。
被
災
地
に
お
け
る
福
祉
分
野
の
「
公
共
事
業
」
の
拡
大
の
緊
急
性
と
そ
の
分
野
で

の
被
災
失
業
者
の
吸
収
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
福
祉
分
野
に
お
け
る
「
公
共
事
業
」
の
「
多
数
計
画
実
施
」
が
難
し
く
と
も
、
多
少
な
り
と
も
こ
の
分
野
が
拡
大

す
る
場
合
に
、
被
災
失
業
者
を
優
先
的
に
雇
い
入
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
「
建
設
又
は
復
旧
の
事
業
」
で
は
吸
収
で
き
な
い

被
災
失
業
者
の
雇
用
拡
大
に
資
す
る
わ
け
で
あ
り
、
何
ら
不
都
合
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
同
法
の
「
公
共
事
業
」
を
「
建 

者
が
多
い
と
い
う
点
―
も
、
就
労
促
進
法
の
実
効
を
妨
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 
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六 

設
又
は
復
旧
の
事
業
」
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
積
極
的
な
理
由
が
何
か
あ
る
の
か
、
改
め
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


